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議会の動き

¥ー/

一
般
会
計

第
二
固
定
例
町
議
会
川

は
、
六
月
二
十

・
二
十
州

二
百
円
二
日
間
聞
か
れ
、
川

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
川

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
八
何
川

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
川

可
決
し
ま

L
Pも
ま
た
、
町
長
か
ら
酬

前
年
度
各
会
計
的
決
算
状
況
な
ど
の
川

行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

川

こ
の
談
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
川

と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川

句ーー
ー、 ーベ喝、

世
'市

平
均
十

国
保
税

l
前
年
の

第2固定

例町議会

五
億
四
千
万
円
を
追
加

ー弓

〈
〉
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
億
四
千
五
百

二
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
斜
総
傾
は
二

十
九
億
九
千
二
百
十
四
万
四
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
品
仙
耽
閉
山
口
で

は
母
と
子
の
家
屋
恨
改
修
工
事
費
に
九

十
万
円
、
町
有
自
動
車
購
入
費
に
三
百

三一
十
万
円
、
民
生
賀
で
は
老
人
ク
ラ
ブ

運
営
費
補
助
金
十
三
万
六
千
円
、
極
川

手
活
館
備
品
購
入
明
日
に
十
五
万
円
。
衛

生
日
目
で
は
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
施
設
勘
定
総
出
金
に

千
五
百
七
十
八
万
二
千
円
。

農
林
水
産
業
費
で
は
転
作
促

進
特
別
対
策
事
業
補
助
金
に

六
百
八
十
万
五
千
円
、
鈴
金

地
区
基
幹
排
水
対
策
特
別
事

業
関
査
設
計
委
託
料
に
一
一百

十
万
円
、
金
原
地
区
民
地
開

発
事
業
調
査
委
託
料
に
百
万

円
。
土
木
山
口
で
は
町
道
補
修

工
事
外
に
百
五
十
万
円
、
都

市
用
途
地
域
設
計
委
託
料
に

、. ，ー
噌-

4 

田
幼
稚
園
書
(
前
高
校

体
育
館
な
ど
)
が
解
体
整

備
さ
れ
た
幼
稚
園
運
動
場

万
七
百
円
に

五
・
五
%
増

〈
〉
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

当
初
予
功
の
税
収
見
込
は
、
川
年
度

実
献
に
比
べ
一
九
%
の
噌
似
で
計
上
し

て
い
ま
し
た
が
、
被
保
険
者
の
負
刊
を

極
力
軽
減
す
る
た
め
、
前
年
度
繰
越
金

百
二
十
四
万
円
千
円
の
繰
り
入
れ
な
と

で
保
険
税
の
牒
税
制
は
前
年
度
実
紡

に
比
べ
一

五

・
五
%
削
に
押
え
税
率
を

碓
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
今
年
皮
肉
税
率
は
、
所

得
制
が
百
分
的
凶
七
八
(
前
年
度
対

二
八
%
明
)
資
産
制
が
百
分
の
六
一

五
(
前
年
内

0
・
八
%
柏
)
均
母
訓

は
八
千
九
百
九
十
円
二

七

-
五
%
増
)

一
世
情
当
り
の
平
等
制
は
一
万
六
千
四

百
九
イ
円
(
九

・
九
%
削
)
に
改
め
た

も
の
で
す
。

こ
の
結
果
、
一
世
帯
当
り
の
平
均
税

制
は
十
一
万
七
百
四
円
(
前
年
の

一
五

九
%
噌
)

一
人
当
り
二
万
九
千
四
百

八
十
四
円
ご
八

・
一二
%
地
)
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
国
民
他
康
保
険
の
課
税

限
度
額
が
イ
九
万
円
か
ら
二
十
二
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
一
方
低
所
得
者

に
対
す
る
料
減
措
置
も
改
め
ら
れ
、
所

利
二
十

一
万
円
以
下
町
凶
人
家
族
で
二

道
優
良
勤
労
青
少
年
に

小
助
川
彰
さ
ん

勤
労
芯
欲
に
お
み

自
立
心
笠
か
で
他
的

人
的
模
範
と
な
る
青

少
年
を
た
た
え
、
よ

り
い
っ
そ
う
活
眼
し

て
も
ら
お
う
ー
と
い

、
フ
道
俊
良
勤
労
作
H
少

年
内
五
十
四
年
度
顕

彰
式
が
七
月
二
十
三

日
桧
山
支
庁
で
開

七
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金

二
億
二
千
三
百
三
万
七
千
円
、

地
方
交

付
税
一
億
八
千
百
五
十
六
万
九
千
円、

町
依

一
億
一
千
三
百
九
十
万
円
、
繰
越

金
一
千
七
手
百
十
五
万
六
千
円
が
見
込
ま

れ
ま
し
た
。

。
特
別
会
計
補
正
予
算

国
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
直
営
診

療
地
誌
務
仙
補
助
金
円
決
定
に
よ
っ
て

回
日
開
会
計
施
設
勘
定
繰
出
金
に
九
百
六

十
万
一
千
円
、
泣
付
金
に
四
百
三
一
十
二

万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
五
億

七
千
四
百
四
十
七
万
七
千
円
に
。

国
保
会
計
施
設
勘
定
で
は
、
病
院
改

築
卒
業
費
に

一
億
一
千
三
百
九
十
八
万

四
千
円
、
同
設
計
官
理
委
託
料
千
六
百

万
円
、
院
長
住
宅
附
改
築
費
に
千
六
百

九
十
三
一
万
円
な
ど
が
追
加
さ
れ
、
資
本

的
支
出
総
額
は
一
億
六
千
四
十
五
万
九

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

五
百
三
十
万
円
、
昭
団
地
道
路
排
水
淋

改
修
工
事
外
に
三
百
七
十
三
万
円
、
住

宅
建
設
費
に
百
六
十
五
万
円
。
消
防
政

で
は
防
火
射
水
槽
工
事
及
び
消
防
ポ
ン

プ
車
購
入
費
な
ど
に
九
十
二
万
七
千
円
。

教
育
費
で
は
、
中
学
校
校
舎
設
計
地

強
制
査
、
グ
ラ
ン
ド
設
計
な
ど
の
委
託

料
に
千
百
六
十
九
万
二
千
円
、
中
学
校

建
築
工
事
外
に
四
億
六
千
九
百
六
十
九

万
二
千
円
、
新
校
舎
備
品
購
入
山
口
に
四

百
二
十

一
万

一
千
円
、
幼
稚
図
屋
外
運

動
場
盤
備
工
事
外
に
凶
百
五
十
三
一
万
九

千
円
、
日
本
フ
ィ
ル
交
轡
楽
団
出
奏
会

交
付
金
に
百
五
十
万
円
、
総
合
体
育
館

駐
車
場
造
成
工
事
外
に
三
百
二
十
六
万

農
業
開
発
課
を
設
置

農
政
課
を
農
林
認
に

/
 

。
謀
、
室
設
置
条
例
の
一
部
改
正

昭
和
五
十
二
年
四
月
町
と
諸
団
体

て
結
成
さ
れ
て
い
た
股
業
開
発
協
議
会

キ
」
行
政
機
柿
に
組
み
入
れ
、
よ
り

一
層

充
実
し
た
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
七

月

一
日
か
ら
民
業
開
発
訟
を
新
設
し
た

も
の
で
す
。
ま
た
民
政
課
内
名
称
を

股
林
謀
に
改
め
ま
L
F
3

万
七
千
三
百
六
十
円
の
減
税
、
ま
た
、

一
一十

一
万
円
を
越
え
る
所
得
の
場
合
は

は
、
家
族
一
人
ふ
え
る
こ
と
に
対
象
所

得
が
十
六
万
五
千
円
ず
つ
加
引
き
れ
、

凶
人
家
族
で
は
所
得
七
十
万
五
千
円
で

一万
八
千
二
百
四
十
円
の
減
税
に
な
り
ま
す
。

①
町
職
員
の
人
事
①

〔七
月
一
日
付
〕
マ
総
務
課
長
秩
越

挙
官
理
委
貝
会
魯
記
長
(
国
保
病
院
事

務
長
)
高
田
町
マ
企
画
課
長
(
町
民
課

長
兼
す
ぐ
や
る
係
長
兼
商
工
観
光
謀
長
)

霊
村
栄
吉
マ
農
林
謀
長
(
総
務
課
長
兼

選
管
委
古
記
長
兼
企
画
謀
長
)
吉
田
英

俊
マ
町
民
課
長
兼
商
工
観
光
課
長
(
税

務
諜
勤
務
)
生
危
男
マ
民
業
開
発
課
長

(耕
地
謀

I
良
業
開
発
協
議
会
事
務
局

長
)
浜
田
邦
男
マ
水
道
室
長
兼
務
を
解

で来けしり務そ級坂京 ま歳か
すのるて、ぷ円建本理小 L . れ

〈
〉
道
営
土
地
改
良
事
業
の
負
担
金
納
入

道
官
土
地
改
良
卒
業
の
鈴
金
地
区
制

水
対
策
特
別
事
業
に
伴
う
負
担
金
の
予

定
額
を
道
話
不
業
質
的
一
三
五
%
と

し
、
納
入
矧
限
は
知
事
か
指
定
す
る
期

日
ま
で
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
事
業
に

よ
り
造
成
さ
れ
る
土
地
改
良
施
設
(
排

水
六
条
)
は
道
か
ら
政
り
受
け
て
維

持
管
理
を
す
る
。

。
一
般
質
問

三
議
貝
の
質
問
に
対
す

る
町
長
内
回
答
は

「議
会
だ
よ
り
」
で

お
知
句
せ
し
て
い
ま
す
。

吋

J

く

(建
設
謀
長
)
出
藤
正
光
マ
水
道
室

長

(建
設
課
長
補
佐
兼
林
道
係
長
)
高

情
保
守
秘
会
事
務
局
長
(
脱
政
謀
長
兼

林
務
係
長
)
古
畑
正
勝
守
国
保
病
院
事

務
長
(
議
会
事
務
局
長
)
森
野
庄
平

今
図
的
災
動
に
よ
り
企
画
課
内
執
務

峯
が
総
務
課
か
句
町
長
室
前
の
図
古
室

に
移
動
し
ま
す
。

今
年
も
食
中
志

向
ン
l
ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
発
生
件
数
の

六
O
l七
O
%は

七
月
i
九
月
に
集

中
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
食
べ
物

を
腐
敗
さ
せ
た
り
、

食
中
古
の
原
因
と

な
る
細
凶
に
と
っ

て
仰
討
さ
H

が
最

も
活
縦
し
や
す
い

絶
好
の
条
併
と
な

る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
制
的
に
よ
る
食

中
時
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
第

一
に
、
食

中
説
的
を
食
品
に
付
活
き
せ
な
い
こ
と

で
す
。
こ
の
た
め
食
品
を
調
理
す
る
と

き
は
、
原
材
料
や
調
理
探
を
十
分
に
洗

う
ほ
か
手
指
の
傷
に
気
を
つ
け
、
手

洗
い
を
励
行
し
‘
ハ
エ
な
ど
が
食
品
を

汚
染
し
な
い
よ
う
に
取
扱
う
こ
と
で
す
。

第
一
一
に
、
食
中
詩
的
は
一
般
に
熱
に

弱
い
の
で
加
熱
す
る
こ
と
で
す
。
万
一

食中毒のシーズンです

洗浄・加熱・冷却を十分に

( 2 ) 

/
 四

会
計
の
総
額
で

一
億
六
千
七
百
万
円
の
黒
字

昭
和
五
十
三
年
度
内
各
会
計
は
五

月
三
十

一
日
出
納
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の

あ
ら
ま
し
が
ま
と
ま
り
ま
し
F』。

こ
れ
に
よ
る
と
四
会
計
の
歳
入
総

制
は
四
十

一
億
六
千
六
百
九
万
四
千

円
、
歳
出
総
額
は
三
十
九
億
九
千
八

百
五
十
九
万
七
千
円
、
差
し
引
き

一

億
六
千
七
百
四
十
九
万
七
千
円
の
残

6

こ
の
う
ち
、
四
千
九
百
万
円
を
基

金
に
積
立
し
、
一
億
二
千
七
百
四
十

九
万
七
千
円
を
五
十
四
年
度
に
繰
り

越
し
ま
し
た
。

会
計
別
の
決
竹
村
は
次
の
と
お
り
。

一
台

一
般
会
計

歳
入
は
二
十
八
億
八

一
千
四
百
九
万
二
千
円
、
歳
出
が
-
一十

一
八
億
四
千
五
百
九
十
三
万
六
千
円
。

一
(
繰
越
千
八
百
十
五
万
六
千
円
)

一
世
国
保
事
業
勘
定

歳
入
は
五
位
六

一
百
十
六
万
凶
千
円
、
歳
出
が
五
億
三

一
百
六
寸

一
万
八
千
円
(
繰
越
百
二

一
十
四
万
六
千
円
)

一
世
国
保
施
設
勘
定

収
入
は
七
億
四

一
千
三
一
百
六
↓
五
万
八
千
円
、
支
出
が

一
六
億
一千
八
百
一
十
四
万
五
千
円
(
縦

一
越
九
千
八
百
四
十

一
万
三
千
円
)

一
世
簡
易
水
道
会
計

歳
入
は
三
千
二

一
百
十
八
万
円
、
歳
出
が
三
千
七
十
九

一
万
八
千
円
(
繰
越
六
十
八
万
二
千
円
)

\、~

納
期
内
に
納
め
よ
う

固

定

資

産

税

〈
二
期
〉

国
民
健
康
保
険
税

〈
一
期
〉

税

〈
一
期
}

所

f尋

七
月
三
十
一
日
正
で

食
品
に
付
泊
し
で
も
殺
菌
で
き
ま
す
。

第
三
一
に
、
食
中
部
闘
が
食
品
中
で
増

航
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
制

思
し
た
あ
と
、
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ

る
か
、
摂
氏
五
度
以
下
町
低
温
に
保
管

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
中
部
閣
は
食
品
中
で
ど
ん
ど
ん
増

え
て
食
品
の
昧
も
臭
い
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
い
つ
も
、
こ
の

「消
潔
迅
速
、

冷
却
ま
た
は
加
熱
」
の
三
原
則
を
忘
れ

ず
食
中
蒜
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

今
金
保
位
所
で
は
食
中
毒
普
報
発
令

基
準
に
も
と
づ
き
七
月
十
五
日
か
ら
九

月
十
五
日
に
お
い
て
、
次
の
項
目
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
笹
報
を

発
令
し
て

一
般
家
庭
及
び
食
品
関
係
業

界
に
対
し
て
、
食
品
衛
生
に
関
す
る
注

意
を
喚
起
し
ま
す
。

@
日
最
高
気
瓜
お
℃
以
上
が
干
恕
さ
れ

る
場
合
@
前
二
日
間
の
そ
れ
ぞ
れ
向
日

最
低
気
温
初
℃
以
上
で
、
か
つ
、
温
度

目

ω
%
以
上
の
場
合
@
前
二
日
間
の
そ
れ

ぞ
れ
の
日
平
均
気
温
幻
℃
以
上
で
、
か

つ
混
皮
が
お
%
以
上
の
場
合
@
今
金
保

健
所
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
i

( 3 ) 



/河
川
や
農
業
基
盤
の
整
備
に

国
民
年
金
(拠
出
年
金
、
稲
祉
年
金
)

八
月
分
か
ら
で
す
。
な
お
、
老
齢
年
金

何
年
金
制
が
‘
今
年
も
別
去
の
と
お
り

(
r
n
年
年
金
)
に
つ
い
て
は
七
川
町
改

州
刑
判
制
改
正
さ
れ
ま
し
子
、

正

制

は

二

十

一

万

七
千
三
百
円
で
、
八

拠
出
年
金
の
制
に
つ

い
て
は
、
毎
年
目
分
か
句
は
稲
祉
年
金
的
大
巾
主
引
き

物
価
の
上
昇
分
に
見
合
う
引
き
上
げ
が
上
げ
に
見
合
う
組
が
噌
制
さ
れ
二
十
四

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
万

一
千
三
百
円
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
昨
年
度
の
Afu川
出
世
名
物
価
指

M
M叩
年
金
の
所
作
制
似
は
、
受
給
怖

数
向
上
刻
咋
三

・
凶
%
を
そ
の
ま
ま
年
者
本
人
に
所
仰
が
あ
る
場
合
、
老
附

会
制
に
加
幻
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
間
害
者
の
夫
婦
で
百
三
十
万
五
千
円
に
、

引
き
上
げ
時
期
は
川
年
と
同
じ
で
拠
母
千
、
中
母
子
町
場
合
は
二
百
三
十
一

山
年
金
は
七
月
分
か
ら
、
川
相
年
金
は
万
六
千
円
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
恩
給
と
の
例
給
制
限
は
四
十

一
万
円
に

川
年
十

一
月
二
↓
八
日
に
金
原
小
学
事
故
は
午
後
三
時
ご
ろ
、
組
川
小
学
ん
。
そ
の
た
め
に
も
毎
日
、
家
庭
的
だ

校
凶
年
生
町
輪
禍
犠
牲
に
つ
ぐ
死
亡
事
校
の
一
年
生
が
半
校
か
ら
帰
る
途
中
、
ん
ら
ん
時
に
「
交
通
安
全
を
話
題
」
に

故
が
六
月
二
十
六
日
稲
犯
で
発
生
/
交
迫
々
南
岸
線
的
白
線
道
路
で
、
北
桧
山
し
て
「
事
般
は
起
こ
さ
れ
な
い
」
「
本

通
明
故
死
ゼ
ロ
記
鉢
は
、
た
っ
た
の
二

町
か
ら
室
蘭
に
向
う
来
用
卓
に
は
ね
ら
故
に
あ
わ
な
い
」
と
い
う
芯
胤
を
強
〈

行
九
H
で
ス
ト
y
プ
し
ま

L
P、。

れ
、
山
中
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ま
ま
側
榊
に
も
つ
こ
と
が
必
裂
で
す
。

転
落
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
夏
は
、
観
光
、
行
楽
な

今
年
の
町
内
の
交
通
事
故
発
生
は
七
ど
に
よ
る
交
通
量
の
増
大
と
、
運
転
者

月

一
日
判
明
花
で
六
刊
と
昨
年
同
期
に
比
的
手
節
的
解
放
感
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
の

べ
五
併
の
減
、
負
似
者
も
二
寸
人
的
凶
出
し
過
ぎ
に
よ
る
軍
大
事
故
が
多
発
し

人
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ス
ピ
ド
ま
す
。
こ
の
た
め
八
月

一
日
か
ら
十
日

の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
単
独
事
故
や
物
航
問
、
特
に
速
度
違
反
、
無
理
な
追
越
し

事
故
は
三
十
件
余
に
の
ぼ
り
、
み
ん
な
な
ど
無
謀
逆
転
向
抑
止
と
、
反
休
み
中

紙
一
盛
で
悲
惨
な
死
亡
事
政
に
つ
な
が
の
子
ど
も
の
歩
行
者
保
護
の
徹
底
を
凶

る
も
の
ば
か
り
で
す
.

る
た
め
「
夏
向
交
通
安
全
総
ぐ
る
み
巡

明
日
に
起
き
る
死
亡
事
故
の
犠
判
者
動
L

を
展
開
し
ま
す
。
述
転
者
も
歩
行

は
あ
な
た
の
家
庭
か
ら
出
る
こ
と
を
家
者
も
正
し
い
交
通
ル

l
ル
を
実
践
し
交

峡
ぐ
る
み
で
避
け
な
け
れ
ば
な
け
ま
せ
通

4
故
の
絶
滅
を
期
し
ま
し
ょ
う
。

五
十
億
円
余
を
投
入

道
路
、
河
川
や
農
機

基
盤
の
整
備
に

l
と
本

町
懸
案
の
国
・
道
費
に

よ
る
直
轄
事
業
。

本
年

度
も
五
十
億
円
余
の
投

入
が
決
ま
り
、
す
で
に

岳
地
で
工
事
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
お
も
な
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

国
道
二
七
七

号
線
は
、
こ
と

し
も
交
通
安
全

を
重
点
に
上
腕

川
l
住
吉
川
一一

千

μ
の
舗
装
時
半
以
、
住
古
慌
の
補
修
、

中
皇
地
区
町
法
国
補
修
な
ど
六
千
三

百
万
円
で
町
長
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

開
発
道
々
八
雲
i
今
金
線
は
総
事

業
費
二
億
七
千
万
円
が
投
入
さ
れ
、

計

る

蝶

年
い

事

カ
て
備

5

L
整

を

施

場

同
実
ほ

7
ら
区

幻

か

地

積

年

東

面
昨
八

総

で

営
画
道

⑤ 環境保全に総合的主開発

が進められている、後志利

別川今金橋下流の護岸工事

国民年金

拠
出
年
金
三
・
四
%
ア
ッ
プ

福
祉
年
金
は
八
月
分
か
ら
増
額

|死亡事故~日でストップ〆 1 

また小学生が輪過犠牲

グスピード・ダウンの励行を.グ

日
進
か
ら
町
界
ま
で
の
四
千
四
百
川
川
、

馬
場
川
地
区
八
百

μ
の
舗
装
の
ほ
か
、

国
道
か
ら
今
金
続
二
百
三
十
H

引
の
舗
装

改
良
、
日
進
坂
司
法
而
保
護
ニ
ヶ
所
、

側
部
二
百
五
十
川
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
長
年
計
囲
内
向
牧
!
英
利
河
棚

断
道
路
は
‘
亦
業
費
九
千
万
円
で
凶
百

凶
十
灯
が
継
続
し
て
開
設
さ
れ
ま
す
。

一
般
滋
々
で
は
、
旭
台
l
A
Y
A
川町帽の

専
教
寺
地
区
三
百
幻
の
暫
定
政
土
、
光

台
1
種
川
舶
輔
の
改
良
九
百
六
十
灯
、
丹

羽
i
今
金
線
の
中
学
校
1
天
沼
地
区
千

八
百

μ
の
舗
装
、
天
沼

l
m号
線
五
百

パ寸

(54'ド7日カ‘ら)

年金値別 現行額 改正航

5年年金 210.100 217.300 
( 17冒 508) ( 18.108) 

1 0年年金
287，lOQ 29G.900 

老齢年金 (23.925) (24，742) 

2 5年年金 455，100 470 2172050 ) 
(37冒 925) (39. 

組
577.600 597.500 
(48.133) (49，792) 

HE 手~.íl~f!'?
462.100 478.000 2 組 (38，508) (39.833) 

母子 郁吋ーf 遺児年金 452咽 100 478咽000
(38.5附 ) (39.833) 

。蝿出年金

6月26日発生した稲穂の死亡事故現場

H
M

の
改
良
の
ほ
か
、
鈴
岡
橋
の
架
換
を

ど
、
総
事
業
費
二
億
三
千
万
円
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

一
級
河
川
後
志

¥r
J
I
BE
利
別
川
町
改
修
事

一

』

円

"
I

E
E
E

一

ぺ，

j'¥
業
は
総
事
業
費
八

i
!

億
七
千
六
百
万
円

で‘

A
v
金
柄
上

・
下
流
町
築
拠
九
百
二

十
灯
、
搬
出
六
百
四
十
灯
、

中
山
地
先

下
流
築
堤
八
百
八
十
灯
、
被
岸
百
七
十

い引の
ほ
か
懸
案
の
メ

ン
プ
川
鉄
道
慌

の
床
止
工
が
尖
泌
さ
れ
ま
す
。

直
的
市
中
業
の
英
利
河
ダ
ム
は
、
地
質

澗
査
と
補
償
制
査
の
継
続
の
ほ
か
、
工

事
用
の
道
路
凹
百
三
十
灯
、
付
替
道
路

の
州
ハ
叫
が
行
わ
れ
、
総
事
業
噛
H
1
1
億
円

で
本
柿
的
な
恥
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
.

中
小
河
川
で
は
‘
昨
年
に
続
き
オ
チ

ヤ
ラ
y
ペ
川
町
改
修
工
事
を
主
体
に
チ

プ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川
(
築
堤
附
近
)
下
ハ

カ
イ
マ
ソ
プ
川

(国
道
l
鉄
道
柿
)
国

代
川
、
目
名
川
な
ど
総
卒
業
刊
日
ゐ
信
凶

千
万
円
で
惣
怖
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

農
業
基
艇
の
確

ト
E

Ld--ン
立
に
主
導
的
役
割

曲

展

業

)

ぺZ
J

h
za↑い¥

を
川
市
す
北
桧
山
国

泣
か
ん
ば
い
事
業

は
、
こ
と
し
も
左
岸
五
億
九
千
万
問
、

右
岸
九
億
円
の
大
型
子
界
が
計
上
さ
れ
、

右
岸
で
は
第
二
幹
線
用
水
路
千
二
百
四

十
υ川
町
延
長
、
兜
野
排
水
機
場
内
建
説
。

右
岸
で
は
昨
年
に
続
き
真
駒
内
ダ
ム
本

体
周
辺
の
艶
怖
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

三
年
次
自
の
国
営
今
金
東
部
地
区
内
肱

:J¥QI 
(54年 8'1か句 )

if:.金剛¥ ~l] JJ! 1子宮百 改正前l

老 齢 稲 ゐl 年 金
198咽000 240咽000

( 16.5001 (20，000) 

I 組
297，600 360.000 

障害市制年金
(24，8田 ) (30.冊。}

2 組
198司 000 240.000 

( 16.5伺 ) (20.0凹}

母子削jj/f 福祉年金 258.000 3!2.000 
(21咽 500) (26.0001 

。福祉年金

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地
開
発
事
業
は
、
二
千
七
百
万
円
で
基

本
制
査
の
継
続
の
ほ
か
地
区
面
積
の
確

定
と
内
務
制
印
が
行
わ
れ
ま
す
。
近
世

田
代
地
区
燥
地
開
発
事
業
は
央
施
設
計

調
査
が
終
り
、
本
年
度
は
五
千
百
万
円

で
一
六

・
九
乞
が
着
工
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
か
ら
地
区
調
査
が
始
ま
っ
た

道
営
金
阪
地
区
農
地
開
発
事
業
は
五
十

六
年
度
事
業
活
工
を
目
僚
に
地
区
而
蛸

四
六

・
五九
1
M

、
受
益
戸
数
十
五
戸
内
地

形
図
股
泣
慨
要
設
計
、
制
生
詞
査
が

三
百
六
十
万
円
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

築
地
二
年
目
的
道
官
八
東
地
区
画
場

務
備
事
業
は
五
七

・
九

C
を
三
億
五
千

万
円
で
、
道
営
八
東
地
区
か
ん
が
い
排

水
事
業
は
千
三
百
υ
川町
用
水
路
地
下
付

設
な
ど
一
億
二
千
万
円
で
‘
本
年
度
九

月
精
工
さ
れ
る
道
官
鈴
金
地
区
排
水
対

策
特
別
事
業
は
一
億
五
千
万
円
で
排
水

路
装
工
二
千
二
百

μ
、
用
地
確
定
及
び

地
質
問
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
継
続
事
業
の
道
悩
白
石
第
二

牒
免
道
路
は
八
千
百
万
円
で
二
千
百
九

十
れ
の
舗
装
、
用
地
買
収
。
背
木
地
区

山
村
必
幹
牒
道
は
二
千
三
百
万
円
で
二

百
八
十
υ
劇
的
路
盤
改
良
と
用
地
補
償
ι

日
進
地
区
浪
免
股
道
は

一
億
三
千
七
百

万
円
で
一
一
千
百
幻
の
路
盤
改
良
、
用
地

補
償
。
日
進
地
区
開
拓
道
路
は
八
千
万

円
で
五
百
五
十
H
川町
路
線
改
良
、
断
目
定

雌
土
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、

道
J
民
主
世
復
旧
事
業
向
上
八
束
頭
首
工

町
議
岸
、
議
所
の
復
旧
が
八
千
万
円
で

推
進
さ
れ
ま
す
。

(4 ) 

¥、-〆

)内は月額

7
行
政
の
苦
情
相
談
は

一

津
島

一
良
さ
ん
へ

包

囲

行

政

官

理

庁

一

¥
J
mL
冷

a
で
は
、
全
国
の

一

r-M軍
側

a
市
町
村
に
行
政

一

a・
相
談
日
を
お
き

役
所
や
公
相
公
団
な
ど
が
行
っ
て

い
る
す
べ
て
の
仕
事
に
対
し
て
の
苦

情
や
制
賊
‘
要
望
会
向
く
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

今
金
町
で
は
、
昨
年
に
つ
づ
い
て

一
皆
川
一

良
さ
ん
(
本
町
)
が
四
月
一

日
付
で
行
政
管
理
庁
長
目
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と

な
ど
で
お
困
り
の
時
は
気
軽
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
親
身
に
な
っ
て
解

決
に
努
め
ま
た
、
申
し
出
た
人
的

路
管
は
守
ら
れ
、
叫

Hmな
ど
も
い

っ

さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。

マ
急
カ
l
プ
な
た
め
、
見
通
し
が
悪

い
の
で
道
路
を
改
良
し
て
ほ
し
い

0

7
附
が
降
る
と
す
ぐ
側
榔
が
あ
ふ
れ

て
『し
ホ
モ
ヲ
。

マ
事
故
多
発
地
帯
で
、
し
か
も
必
学

路
で
あ
る
の
で
、
安
全
施
設
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

マ
役
所
の
窓
口
が
不
親
切
だ
、
許
可

や
用
品
記
に
長
く
か
か
り
過
き
る
.

7
工
場
か
ら
の
排
水
、

座
あ
い
、
悪

臭
、
騒
音
な
ど
改
普
す
る
よ
う
指

導
し
て
ほ
し
い
。

( 5 ) 



楽しい夏休み・・・・・・・・・このチャンスを生かそう

い
よ
い
よ
、

仏具
体
み
で
す
.
身
心
と
も
に
仲
ひ
雌
り
の
子
供
た
ち
に
と

っ
て
、
ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
体
験
を
す
る
に
は
、
夏
休
み
は

も
っ
て
こ
い
の
チ
ャ
ン
で
す
。
一
方
、
季
節
が
ら
、
水
の
事
故
や
非
行
に

走
る
少
年
が
多
く
発
生
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

亙
体
み
を
安
全
に
楽
し
く
過
ご
さ
せ
る
た
め
に
、
両
親
を
は
じ
め
地
域

の
人
々
が
子
供
の
生
前
に
強
い
関
心
を
も
ち
、
し
っ
か
り
し
た
指
導
と
注

意
を
与
え
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

一

子

話

一

一

と

会

一

一

母

の

一

き
あ
、
楽
し
い
夏
休
み
.

子
供
た
ち
は
、
脱
印
正
し
い
半
校

生
活
か
ら
離
れ
て
、
家
庭
中
心
の
何

日
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
味
わ
え
な
い、

夏
休
み
な
ら
で
は
町
立
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
過
ご
し
方
次
第

で
は
有
意
義
な
長
期
休
暇
と
な
る
で

し
ょ
一
ヲ
。

半
面
、
そ
の
日
そ
の
日
を
た
だ
な

ん
と
な
く
過
ご
す
と
い
う
よ
う
な
無

計
固
な
姿
勢
で
は
、
あ
り
余
る
時
間

を
も
て
余
し
、
桁
神
的
に
も
だ
ら
け
、

二
学
期
に
よ
い
彬
仰
を
与
、
え
な
い
場

合
が
多
い
よ
う
で
す
。

家
族
的

一
口
と
し
て
、
脱
川
正
し

い
節
度
あ
る
生
活
円
引
を
身
に
つ
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
夏
休
み
中
の
生

活
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
生
活
設
計
は
一
方
的
に
親
が

決
め
る
の
で
は
な
く
、
と
い

っ
て
子

子
供
の
カ
に
か
な
う

「
目
標
」

を
立
て

よ
う

供

一
人
に
与
え
さ
せ
る
の
で
も
な
く
、

子
供
町
内
王
世
を
時
現
し
な
が
ら
、

間
L
A
n
い
で
作
り
あ
げ
る
の
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
子
供
が
自
主
的
な
態
度

で
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
に
は
、

税
同
協
力
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

さ
て
、
そ
の
生
活
プ
ラ
ン
に
、
夏

休
み
で
な
け
れ
ば
や
れ
そ
う
に
な
い

寸
目
標
」
を

一
っ
か
こ
つ
加
え
て
み

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
百
メ
ー
ト
ル
は
一
一
体
げ
る
よ
う
に

主
り
た
い
」
「
制
顧
の
観
察
記
討
を

ま
と
め
た
い
」
ー
ー
な
ど
。

子
供
向
闘
い
が
尖
視
す
る
よ
う
、

お
母
さ
ん
は
側
而
か
ら
援
助
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

子
供
が
、
自
分
の
力
に
か
な
う
目

撚
を
比
い
だ
し
、
挑
戦
し
‘
自
主
的

に
や
り
ぬ
〈
過
組
で
‘
強
い
意
志
な

り
物
事
を
全
う
す
る
心
な
り
が
養
わ

れ
る
の
で
す
。
夏
休
み
な
ら
で
は
の

チ
ャ
ン
ス
を
い
え
ま
し
ょ
う
。

水
泳
時
の

注
意

l¥ヨ
ム培

「
オ
リ
ン
ピ

y
ク
水
泳
代
表
選
手
J

木
版
光
知
子

一

一

F

水

泳

コ

チ

』

ね体ち で浴
。ぎつ今 い 場プ n

そ カf てのつも lヵ
のう 、子ぱチ Jレ y

占まと供いビもパ
いてた 。 y 天

うんも 子 ilij:固
まで 木'
すす ~ の
さ 'FIJ
る ..  置盟国・且 現金
か .，.-:w司司E で

量 ，.一品、曹 て

主R

ぐ

目リ

-v
食
後
す
ぐ
泳
ぐ
の
は
休
に
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
、

一一
時

間
く
ら
い
た
っ
て
か
ら
休
い
で
く

だ
さ

U
 

V
女
の
子
町
場
合
、
水
活
は
、
で
き

れ
ば
競
泳
用
の
も
の
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
ヒ
ラ
ヒ
ラ
の
つ

い
た
木

清
は
、
山
岳
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
ひ
っ
か

け
た
り
す
る
の
で
危
険
で
す
。

年 \~、 1=
分 Y h 
1'1:保 ' い

そ堂土た こ i主
ま の 守 ち か と ハ つ

h z zzr t三て
う次めのいりラ実

のに IJ';.子ますの
、故供すると

-v
出
ぐ
ん
川
に
シ
ャ
ワ
ー
を
顕
か
ら
た

っ
ぷ
り
あ
ぴ
、
冷
た
い
木
に
法
府

を
な
ら
し
て
く
だ
さ
い
@

'v
体
備
運
動
に
は
、
少
な
く
て
も
五

分
は
か
け
て
、
手
足
の
筋
肉
や
関

節
を
柔
ら
か
く
し
て
か
ら
出
ぎ
ま

し
ょ
、
ヮ
.

〈
青
少
年
の
非
行
を
防
ご
う
〉

夏
休
み
は
、
学
校
生
活
か
ら
の
解

放
感
な
ど
の
気
持
の
ゆ
る
み
か
ら
、

少
年
の
非
行
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

非
行
の
内
容
も
万
引
き
や
自
転
車

オ
ト
パ
イ
資
、遺
失
物
償
領
な
ど
、

動
機
が
単
純
な
η

遊
び
型
e

の
非
行

が
依
然
と
し
て
明
え
続
け
て
い
ま
す
.

飲
酒
、
町
民
也
、
夜
遊
び
不
良
交
友

腕
断
外
泊
、
仰
宅
時
間
が
湿
く
な
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
住
芯
幻
号

で
す
。
こ
の
機
会
に
岐
か
い
家
胞
の

ふ
ん
い
気
を
つ
く
り
、
子
供
と
滑
り

合
う
場
所
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

「
な
わ
跳
び
」

体

力

づ

く

り

を で

夏
休
み
の
体
力
づ

く
り
に
「
な
わ
挑
び
」

は
い
か
が
で
す
か
。

用
只
と
ス
ペ

ー
ス
さ

え
あ
れ
ば
、
だ
れ
で

も
で
き
る
手
悦
な
運

動
で
す
。

な
わ
跳
ぴ
は
、
札
胞
を
丈
夫
に
す

る
な
ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
同
じ
よ
う
な

効
川
市
を
持
つ
全
身
運
動
で
す
.
と
く

に
、
跳
制
力
、
リ
ズ
ム
感
覚
.
敏
し

よ
う
性
を
強
う
の
に
過
し
て
い
ま
す

A

用
具
〉

使
う
人
的
身
長
に
よ
っ
て
述
い
ま

す
が
、
両
足
で
、
ひ
も
の
中
心
を
踏

添
い
で
い
る
と
き

'v
小
#
生
内
川
端
A
H
、
一
回
何
時
ぐ
時

川
は
十
五
i
二
十
分
川
が
限
度
。

く
ち
び
る
が
ま
っ
切
に
な
る
ま
で

山
い
で
い
る
子
が
い
ま
す
が
、
製

注

B
。

海
水
浴
に
行
く
と
き

V
海
水
浴
の
前
日
は
、
干
供
た
ち
は

興
特
し
て
弘
か
な
か
眠
ら
な
い
も

の
で
す
。
附
似
不
足
に
な

」つ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

V
日
帰
り
で
海
水
浴
に
出
か
け
る
場

合
主
ど
、
制
が
早
い
と
、
朝
食
も

食
べ
ず
に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
体
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ん
で
、
両
端
的
限
り
の
部
分
が
ワ
キ

の
下
に
届
く
く
句
い
が
、
長
き
と
し

て
は
よ
い
で
し
ょ
う
。

〈
跳
び
方
v

基
本
的
な
跳
び
方
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

マ
両
足
跳
び

両
足
同
時
に
跳
ぶ

マ
駆
け
足
銚
ぴ

交
瓦
に
足
を
踊
み

か
え
て
跳
よ
。

マ
開
脚
跳
び
両
足
を
前
後
ま
た
は

左
右
に
聞
い
て
跳
ぶ
。

マ
あ
や
跳
ぴ

乎
を
前
で
交
必
さ
せ

て
跳
よ
@

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
込
町
動
き
や

主
わ
何
回
し
方
な
ど
に
変
化
を
も
た

せ
た
り
、
組
み
合
わ
せ
を
与
え
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
自
分
的
跳

び
方
を
編
み
出
す
の
も
楽
し
い
も
の

叶
I
l
l
-
-」
で
す
。

ル
高

叫

一

〈

目

椋

H
H
回
数
V

-J-司
診
-
L

最
初
の
う
ち
は
、

J
A択

1
4ぶ
一
連
続
跳
び
で
三
十

合
.
，
、
E

J

t

一
回
1
五
十
四
く
ら

V
J川
村
山

一

い
を
日
棋
に
し
、

ゅ
I
l
l-
-し
し
だ
い
に
五
十
回
、

七
十
回
と
円
分
的
コ
ン
デ
イ
ン
ョ
ン

を
#
え
な
が
ら
回
数
を
ふ
や
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
五
分
間
で
何
回
跳
べ
る
か

と
い

っ
た
ス
ピ
ー
ド
を
つ
け
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
町
田

燃
と
練
習
ス
ケ
ジ
ュ
ル
を
立
て
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

J 

V
同
ヒ
プ

l
ル
の
中
で
も
、
場
所
に

よ
っ
て
深
さ
の
必
手
場
合
が
あ
り

ま
す
.
プ
ー
ル
町
水
深
を
削
べ
‘

胸
あ
た
り
の
深
さ
で
出
一
ぐ
よ
う
に

I
レ
場
A
F

う L. 
よ

'v
木
陣
中
に
手
足
の
け
い
れ
ん
を
起

こ
し
た
場
合
、
子
供
を
水
か
ら
引

き
上
げ
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
7
y
サ

l
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

平
日
に
起
き
て
明
食
を
キ
チ
ン

と
食
べ
て
か
ら
山
か
け
ま
し
ょ
う
。

V
枇
初
は
い
き
な
り
飛
び
込
ん
だ

り
し
な
い
で
、
脚
、
子
、
体
と
徐

々
に
ホ
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

マ
楽
し
さ
の
あ
ま
り
.
時
川
を
忘
れ

て
時
ぎ
に
夢
中
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
十
五
i
二
十
分
を
メ
ド
に
海

か
ら
上
が
り
、
ゆ
っ
く
り
休
み
な

が
ら
陶

水
浴
を

楽
し
み

キ
デ
し
ょ

、q
，。

夏
休
み
が
始
ま
る
と
、
待
ち
か
ね
て
い
た
よ
う
に
昨
ぎ
に
必
中
に
な
り
、

夏
休
み
も
後
半
に
な
っ
て
ド
y
と
被
れ
が
山
て
、
そ
の
ま
ま
二
学
則
を
迎

え
る
こ
の
よ
う
な
お
マ
ー
さ
ん
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

長
い
夏
休
み
町
ベ
ス
配
分
を
よ
く
巧
え
た
よ
で
刀
両
を
立
て
、
怖
'
思

な
く
水
怖
を
楽
し
む
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ー

国
際
児

( 6 ) 

年
記
愈
|

国
際
理
解
・
国
際
協
力

の

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を

募

集

日
本
国
際
迎
合
会
協
会
で
は
国
際
連

合
や
ユ
不
ス
コ
精
神、

そ
の
実
際
活
動

人
権
尊
重
の
意
義
な
ど
を
表
わ
し
た
ポ

ス
タ
ー
を
次
的
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
の
資
格

A
級

小

学

校

児

童

B
級

中

学

校

生

徒

C
級

苅

詩

学

校

生

徒

D
級

一
般

(大
学
生
を
含
む
)

問
等
呼
門
学
校
三
年
生
ま
で
は
C
級

凶
年
生
以
上
は
D
級
と
す
る
。

作
品
円
前
古
に
.
住
所
、
氏
名
、
年
齢

椛
業
(
在
学
生
は
学
校
名
、
学
年
)

を
明
記
す
る
こ
と
。

ヤ
大
き
さ
、
材
料

A
級
と
B
級
は
四
つ
切
(
約
M
×

H
m
)
以
下
、

C
級
と
D
級
は
半
さ

い
(
約
日
×
市
開
)
ま
た
は
四
つ
切
。

材
料
は
ク
レ
ヨ
ン
、
ク
レ
パ
ス
、
水

彩
絵
具
、
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
、
他
。

マ
捗
集
方
法

各
都
道
府
県
ご
と
の
予
選

(十
節

以
内
)
を
総
て
中
央
審
査
を
行
う
。

マ
募
集
締
切
期
目
、
作
品
の
送
付
先

八
月
末
日
ま
で
に
日
本
凶
際
迎
合
協

会
北
海
道
本
部

(札
腕
市
中
央
区
北

三
条
西
六
丁
目
北
海
道
総
務
部
知

事
室
渉
外
諜
内
)
宛

マ
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
。
発
表
は

九
月
二
十
日
本
選
審
査
後
に
行
う
。

¥、ーノ

~fS)s 

ー

国
際
児
童
年
記
愈
|

国
連
を
理
解
す
る
た
め
の

全
国
中
学
生
作
文
の
募
集

日
本
国
際
迎
合
協
会
北
海
道
本
部
で

は
、
間
際
児
童
年
を
記
念
し
て
、
次
的

削
也
知
で

「国
際
迎
合
を
理
解
す
る
た
め

の
全
国
中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
北

海
道
干
逃
を
実
施
し
ま
す
。

マ
趣
旨
作
文
募
集
を
通
じ
て
、
国
際

述
ム
υ
怒
章
、
ユ
ネ
ス
コ
窓
章
お
よ
び

世
界
人
権
一

ι言
の
粘
神
を
普
及
し
、

嶋
本
的
人
続
的
尊
重
に
立
脚
し
た
国

際
児
童
図
際
協
力
の
必
要
性
を
強

制
し
、
そ
の
意
義
的
問
妨
を
函
る
。

守
作
品
の
内
容

州
出
は
円
由
。
作
文
町
内
容
は
、
前
加

の
壁
u
に
立
脚
し
、
学
校
、
家
庭
、

社
会
の
お
け
る
作
者
向
研
究
や
体
験

に
基
づ
い
て
述
べ
た
も
の
と
す
る
。

マ
原
杭
制
限

凹
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
以
内
原

析
に
氏
名
、
住
所
、
学
校
名
、
学
年

を
明
記
す
る
。

マ
募
集
方
法

北
海
道
本
部
で
十
知
以
内
を
選
定
し

本
選
辞
査
を
経
る
。

マ
募
集
締
切
期
日

・
作
品
の
送
付
先

八
月
末
日
ま
で
に
日
本
国
際
迎
合
協

会
北
小
山
道
本
部

(札
帆
市
中
央
区
北

三
条
四
六

T
H
北
海
道
総
務
部
知

日
中
山
主
渉
外
課
内
)
宛

マ
発
表
十
月
二
十
四
日
(国
述
デ

1
)

入
賞
者
、
学
校
長
に
通
知
す
る
。

〕7
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今
金
町
社
会
制
州
協
議
ム
字
、
は

会
以
み
な
さ
ま
均
の
代
点
で
あ
リ

ま
す
市川
議
日
会
を
六
月
二
十
六
日

町
民
セ
ン
タ
で
聞
き
、
昭
和

U

十
三
年
度
の
恨
業
報
告
、
決
鈴
の

ホ
必
に
つ
い
て
議
決
を
仰
ま
し
た

の
で
、
そ
の
慨
批
を
報
竹
し
正
す
。

鶴道長禽照会謝野崎議会議議

昭和53年度評議員会の決議報告

| みなさまのあたたかいご支援!こ感謝します I 

⑧ f(( 子抑制 出抑制 明 d;岐 JJlI :Ji施したが業名 1，肉 3此

①会 !j 200.000 306.500 106冒 500 53 .íJ~ql 世間銀行間，tの似品 4イ官刷主'主la83l4件Fla2咽 790，402fiJ

②補 助 世 1.528.809 1.318‘149 d. 210，660 n l肘i¥'史生資金円11付償還
n付件数 11('1， 

<1.582，0曲Ilj

③配 分量 150.∞o 456.450 306.450 H 'L配ごと相1損所円相談実施 民生霊U 22f.， 

@ヨ子 日f 金 200.000 583，585 383，585 M 生活応也世合同n付 I'!I! ¥Ht 38(イ千↑ 3，360.282円円
f官坦 23('t-1.390.000 

⑤畳 ~t 金 4，292.951 4咽 292.951 。 H 町内ボランティアili動的提退 1I ，A、今金本位印 地問団体

@維 f、 50∞o 54.720 4，720 H 祉協会口町入金拠辿 現在 613名(1[1<45) 

⑦陣 越 金 740，463 740咽463 。 26 
住山地区祉協韓合 熊石町へ 3-t4. ii 

fr Jl 7.162.223 7，752，818 590，595 5 
10 

全道社協会長'1'1:;ιj研究全 札。見市へ 2名11 

〈歳:11> 5. 25 祉協恩'1・会 役場 10名

@ J)j 予 算制 決耳割 明.6;岐 6. 2 班品枯山菅内共同募金研陪会 熊石町 2t， 

①ll'~ 主婦 '1! 1.682，950 1.704.910 21. 960 6 i 老人身障家底制日研修会 札帳市 1名

1人 ('1 T 1，522.950 1，567咽 900 45‘990 6 115 6 住山地区子供itJJK:辿協会議 iJ韮町 2名

2.!氏 '{! 100.000 101.040 l司 040 6. 28 今金町社協535ド度舵会 町民センター 56.?'， 

3.i~; 111 !! 60.000 35.970 d 24.030 7. 27 今金町在人スポ Y大全の間fli¥ 蛇合体l'I館 担。名

②全 議 y! 35曲。 35，側JO 。 7. 30 祉協理事会 I止場¥0名

ar~l;; J/'i '{! 1.013冒 000 485咽 400 ム 527.600 8 l'I!H¥nl!1:.資金収t&'1哨説明会 十LI~市 4 名

i広報件先 11 209.∞o 145.850 ム 63，150 8 27 桧山官内身障1';スポ ッ大会内幸Jm L部町 27名

2組 組1"8酌'{! 180，αm 65.110 d. 114.890 9 日 共 同 募 金 会 長 '1・t:;同会議 怯山支庁 2名

3研究会開 100.000 12.悦泊 d. 88.000 10. 5 社協理事全 世場 12名

4法外出 sIi'{I 220，000 34咽 640 ム 185.360 10-12 共同募金運動的IJlI!Jti 戸別事金 法入金主募金

5.'llo町油 問!! 60∞o 16.340 ム 43.660 10-16 出 l回街頭募金躍動向主地 町民セ/タ-]jij 6，f， 

6司，!I! 1続興!! 50αJO 13.160 d. 36.840 10. 17 串 2回 H 師r11，セノタ JIII 9名

7.，1'.，配ごと相1I業所 174，000 176，曲。 2.000 10. 18 北部桧山 3町民生吾且研悼会 北桧山町 24名

8世吏 l!';務 官 20凹 O 22，300 2，300 10. 28 鼎 3 回 itrílIl募金辿~IJ町出地 舵合体育館前 8~門

④受託 l'!I! 11 4‘292，951 4.292，951 。 11. 8 車 4回 " !l協前 6名

⑤負 m 金 110.帥 O 118，859 1.859 11.‘5 ひとり事L .Ió人家畦北~Kサービ即IC.v;' 町内 8家庭訪問

@子 {府 !l 28.322 。 28.322 2. 26 社協法人化'1'荊占作成指導 住山支庁 1 r， 

合 剖 7，162.223 6咽 630，120 ム 532，103 3. 12 t人生きがいt:l!凶講座の参加 間石町 .Io人ク ラブ1Ot'，

成人 7，752.818円値:1¥6.630.120円次年度維邑金 1.122咽698円 53年中 町内遺家族へ町ιD思料 化亡者 65名

昭和 53年 度 事業報 告 書昭和53年度歳入歳出決算書

〈疏入〉
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¥、ー/

地
域
住
民
の
助
け
あ
い

あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て
下
さ
い

町
社
会
編
祉
協
際
会
は
、
町
内
に
お
け
る
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の

能
車
的
運
悩
と
組
織
的
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
金
口
会
費
制
度
を
実
施
し
て

地
域
住
民
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
で
は

全
町
六
百
十
三
人
に
わ
た
る
加
入
を
賜
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
.
本
年
度
も
更
に
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
方
々
の
ご
賢
同
を
得
て
こ

加
入
く
だ
さ
る
会
只
を
近
々
役
只
が
お
願
い
に
ま
い
リ
ま
す
。

地
域
住
民
の
み
ん
が
、
地
出
酬
で
明
る
く
、
車
し
く
、
日
常
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
聞
い
じ
ま
す
。

社
協
同
役
只
は
理
事
十
五
人

顧
問

二
人
、
民
事
二
人
、
更
に
各
地
区
に
評

賊
只
五
十
五
人
を
加
え
て
祉
協
体
制
の

充
実
を
図

っ
て

い
ま
す
.

マ
会
長

白
石
光
事
(
東
町
)
マ
副
主

畏
多
田
山
太
郎

(南
町
)
石
井
開
子

(本
町
)

V
理
事

阿
部
久
治

(花
石
)

和
雄
五

一
(
中
型
}
向
精
政
子
(
樋
川
)

柑
股
敬
二

(
稲
卿
)
向
山
千
三
(
奥
組

川
)
古
田
吉
郎
(
八
束
)
荒
川
一
見
、

中
野
キ
ヌ
子
(
金
原
)
天
沼
注
(
神
丘
)

大
合
啓
太
郎
(昭
和
町
)
工
藤
栄
作

(南

世
町
)
伊
藤
ト
ミ
ノ

(南
町
)
守
監
恵

山
山

一
良

(本
町
)
石
訓
幹
恵
子

(大

和
町
)
マ
顧

問

河

端

迎

(八
束
)
友

普
幸
次
郎
(
租
川
)

マ
全
員

(臼

3
e
m
現
在
)

〔
英
利
河
〕

O
佐
藤
蹴
太
郎
、
也
捕
岨

一

夫

・
刊
山
弘
。
様
子
井
口
、
丸
山
良
治
、

米
山
健

一
.
蛭
子
井
干
野
、
出
口
川
大
蔵
、

阿
部
広
、
野
村
勝
太
郎
、
宮
越
健
二
、

伊
藤
孝
久
、
小
野
寺
伝
二
、
大
消
水
徳

太
郎
、
南
部
四
郎

〔
花
石
〕

O
日
下
昭

三
郎
、
山
本
政
治
、
田
中
義
雄
、
阿
部

久
治
、
石
山
フ
ジ
エ
、
白
木
正
行
、
加

融
務
官
、
山
川
洋
一日
川
柴
山
、
門
削
正
夫

伊
藤
博
、
鎌
悶
茂
、
加
雄
武
、
加
輔
み

ど
り
〔
中
型
〕

O
伊
藤
周
佐
夫
、
伊
藤

五

一
、
佐
竹
淳
一
〔
住
中
〕

O
遠
藤
束
、

中
山
末
弘
、
伊
藤
国
義
佐
々
木
正
春
、

神
野
政
刻
、
中
山
正
勝
仲
野
竹
市
、

古
田
武
〔
白
台
〕

O
波
辺
柄
市
〔
純
川
〕

O
伊
藤
辰
雄
、
川
部
制
限
三
郎
.
姥
名
弘

美
、
千
葉
務
斉
下
勉
、
千
葉
誠
司
木

村
繁
夫
、
金
沢
竹
次
郎
伊
藤
千
代
子

金
沢
ミ
ソ
エ
、
広
沢
次
抑
伊
藤
昭
一
、

午
挺
尚
夫
‘
伊
藤
英
雄
〔
品
前
〕

O
加

臨
玲
子
六
鉛
菊
太
郎
、
友
普
幸
次
郎
、

中

村

祐

吉

加

藤

五

郎

加

雌
回
想
、

加
臨
俊
治
、
山
怖
政
子
、
日
野
ト
ヨ
ミ

川
村
ト
ミ
、
小
野
山
弘
吉
.
日
間
八
千

雄
、
松
尾
幸
虫
、
伊
藤
武
雄
、
渡
部
結
、

伊
藤
義
一
古
田
七
右
エ
川
、
山
口
修

次
、
平
尾
勝
子
市
岸
春
雄
、
出
惰
保
、

吉
田
ハ

y
、
安
達
み
つ
坂
本
光
子
、

山
口
栄
干
、
佐
藤
節
子
、
加
藤
正
治

安
達
一
夫
‘
山
田
繁
夫
、
田
中
幹
朗

O
井
村
殺
、
井
村
金
蔵
、
佐
藤
多
仁
吉

山
刊
股
愛
子

掛

川
キ
ヨ
、

O
上
聞
茂
、

千
代
特
同
町
上
間
以
作
風
口
nu
巳、

原
口
盟
約
‘
内
ヶ
品
開
H

裕

上

回

イ

}

長
崎
光
江
、
渡
辺
二
郎
、
小
岩
隆

一

O
立
野
又
治
、
向
山
千
三
、
O
地
純
白

峰
、
今
野
民
的
〔
稲
制
〕

O
間
付
友
三

郎
、
抑
股
敬
二

千
梨
喜
太
郎

佐

々

本
昭
.
雄
問
政
蔵
、
久
保
田
満
広
今

野
秀
雄
、
尾
形
信
一
、
尾
形
義
附
柏

田
義
兄
時
四
勝
山
内
、
佐
々
木
威
‘
川

平
茂
石
坂
反
止
、
小
岩
剣
術
、
伊
雌

脚
一
、
椴
内
法
夫
怯
足
長
年
、
斉
藤

扇
、
離
合
牌
雄

〔
間
代
〕

O
上
村
助
見
、

人
見
賞
、
谷
崎
間
雄
、
須
藤
政
義
村

本
一山
、
佐
藤
茂

〔南
盟
受
〕

O
山
口
保

ヂ
下
時
雄

内
ヶ
山
植
介
‘

太
叩
越
間

古
‘
舶
村
勉
.
刈
谷
口
判
、
見
目
前
夫
、

桜
井
市
一
刈
口
也
実
戸
室
忠
義
、

中

村
利
治
、
多
田
市
町
、
岸
本
義
仁
、
山
口

催
、
末
藤
松
雄
商
昭
二

大
松
正
雄
、

凶
幸
児
、
迫
雌
盟
〔
八
束
〕

O
河
端
尖

弘
、
議
川
お
雄
、
=
一
山
制
軍
近
雌
ト

キ
ヲ

谷

崎

佐
町
、
山
田

一
、
中
川
彦

一一一
、
北
館
幸
的
、
河
端
昭
一三
、
大
越
藤

夫
、
中
野
俊
雄
、

O
山
崎
文
子
、

中
野

三
郎

O
怯
水
敏
雄
、
大
谷
従
辺
、
山
本

的
雌
‘
嶋
崎
武
雄
、
村
瀬
正
日
村
瀬

千
代

一
‘
相
沢
鰐
、
小
限
安
夫
、
小
原

正
、
沌
坪
義
男
土
田
国
三
郎
、
土
回

勝
太
郎
、
轟
川
時
附
、
山
田
一
夫

山

崎
正
真
、
相
凹
米
雄
、
足
利
義
明
、
中

野
秀
勝
.
付
制
惣
盤
郎
、
上
村
議
雄
、

竹
内
輝
雄
、
松
岡
敬
雄
‘
河
端
古
伯
、

南
川
賞
、
河
端
盟
日
世
恒
雄
、
足
利

義
夫
、
吉
村
重
蔵
、
吉
村
信

一

村
瀬

刊同
士
口
、
松
水
政
英
、
日
首
剖

O
阪
剖
ミ

エ
、
田
畑
友
明
、
浜
田
鶴
雄
、
阪
井
美

男
、
土
橋
正
雄
、
吉
田
使
、
田
畑
利
夫
、

九
ヶ
沢
幸
児
、
官
凹
吉
郎
〔
白
石
〕

O

石
川
正
、
木
山
川
和
雄
〔
日
進
〕
小
池
虫

徳
、
遠
藤
長
吉
、
長
笹
川
敬

一
〔
金
原
〕

O
二
一
上
位
一

、
伊
藤
一
治
、
中
川
繁
泊
、

川
口
川
礼
治
、
諸
戸
英
津
男
上
野
邦
治

西
宮
山
央
、
伊
藤
雄
、
服
部
信
次
、
今

野
盛
雄
‘
稲
担
辰
夫
、
坪
悶
市
伯
、
伊

藤
金
蔵
、
伊
藤
光
徳
、
宮
本
官
代
、
諸

戸
忠
義
、
犬
塚
ウ
メ
本
間
信
昭
‘
伊

藤
敬
一
.
情
聴
広
、
水
野
陣
、
犬
塀
富

夫
、
伊
蝉
催
.
伊
藤
文
一
飯
間
忠
、

雌
瀬

一
夫
、
和
雄
義
市
、
飯
谷
剤

一
O

笹
轟
イ

y
子
、
笹
森
武
雄
.
山
村
竹
松

荒
川

一
見
、
中
野
キ
ヌ
子
、
岸
本
陣
雄
、

荒
川
力
蔵
、
北
見
と
み
子
、
上
野
雄
三
、

滝
沢
六
郎
、
笹
車
町
吋
五
.
本
凶
新
出
川
、

水
野

一
夫
、
下
凶
昆
馴
抑
小
山
山
川
秀

雄
本
田
幸
雄
、
須
田
市
太
郎
、
水
野

長
生
笹
森
春
子
、
下
回
屋
春
子
、
木

則
き
み
之
、
中
山
掛

一
、
林
噛
次
郎
、

水
野
常

一
(
昨
日
引
〕

O
白
井
如
、
白

崎
俊
雄
‘
自
崎
腕
己
、

AV
又
保
久
、
佐

雄
弘
一
、
臼

#
E
n対
、
鈴
木
男
〔
盟
国
〕

O
鈴
木
四
郎
、
鈴
木
吾
良
、
南
川
高
輩
、

川
上
キ
ヨ
ン
、
出
郎
元
文
子
、
南
川
盟

雌
元
助
、
川
上
敏
央
樋
口
先
雌
、
雌

元
成
一
‘
広
沢
功
、
市
町
九
郎
、
前
田

幸
官
、
佐
藤
新
一
、
米
田
子

一
、
凶
辻

敦
子
津
田
一
郎
、
山
四
万
太
郎
、
南

川
栄
、

三
ツ
日
間
和
男
、
南
川
章
、
笹
海

部
太
郎
、
笹
森
悩
太
郎
郎
元
曲
中

山

一
秋
、
笹
森
問
雌
、
鈴
木
忠
川
上

鉄
蔵
〔
神
丘
〕

O
山
崎
思
惑
天
沼
修

嗣
、
西
野
索
、
平
野
消
雄

O
上
村
貞
夫
、

何
回
悔
干
吉
田
紙
、
河
田
保
夫

O
町

河
定
列
‘
ね
内
究
止
、
佐
廿
回
降
、
天
出

庄
川
崎
義
道
〔
鉛
岡
〕

O
油
屋
作
太

郎
、
上
村
信
正
石
川
俊
典
、
仲
川
幸

一
、
山
本
正
太
郎
、
山
本
持
作
[
曜
日
間
〕

O
古
谷
中
山
口
出
.
佐
臨
幸

治

今

村
治
、

細
川
キ
リ
、
吉
田
餓
芳
、
岡
節
子
、
外

崎
秀
人
〔
御
影
〕

O
宮
沢
似
子
〔
時
町
〕

O
生
血
キ
ヨ
エ
架
山
チ
タ
エ

、
小
岨

蝕

一
、
問
中
忠
、
小
池
草
古
.
布
谷
芳

郎
、
坂
田
俊
勝

〔出
発
町

]
O
芳
川H
あ

き
え
今
野
佑
、
今
野
洋
子
、
大
崎
富

美
枝
阪
爪
治
男
、
川
合
間
秋
、
川
村

判
夫
、
川
村

7
y
エ
、
稲
切
赴
正
、
小

野
IM
雄
、
八
凪
田
町
普
止
郎
、
古
加
H
耶廿夫

O
滝
沢
忠
雄

〔
日
の
出
町

)
O刊
木
峰
、

坂
本
フ
ミ
子
、
小
助
川
部
兇
本
間
字

雄
、
山
崎
克
治
、
佐
久
間
栄
一
一
、
世
辺

止
、
日
松
信
男
、

F
h
良
木
究
資
、
佐
藤

佐
市
、
杉
山
侶
礎
的
水
政

一
、
柴
凹

良
雄

〔東
町
〕

O
鈴
木
末
官

O
日
削
宜

子
、
白
石
光
謀
、
栗
山
幸
雄
松
永
圃

雄
、
本
間
行
雄
、
消
民
二
野
宮
信
春
、

松
永
義
治
、
松
氷
正
義
、
細
川

一
由

出
村
幸
雄
、
#
石
二
三
刻
、
多
凹
勝
、

近
藤
雑
雄
、
牧
聞
ハ
ル
エ
、
肌
わ
れ
蝉
子
、

白
石
ハ
ル
エ
、
矢
幅
静
子
竹
中
み
の

り
、
部
合
久
子
、
安
西
長
四
郎
、
多
国

利
男
佐
藤
秀
美
、
山
田
勉
、
細
川
消
‘

厄
崎
ハ
ナ
日
品
川
哲
治
、
水
谷
行
列
、

街
中
的
作
、
侮
村
敏
郎
、
街
中
と
志
子
、

外
山
市
雄
、
小
原
普
二
、
高
谷
和
之
、

蝦
名
位
、
多
田
幸
一
、
樋
野
勇
師
、
原

因
紀
夫
阿
部
幸
作
.
森
誠
次
、
む
谷

弘
.
川
開
正
雄
、
鈴
木
ミ
ツ
、
八
思
極

的
、
笠
肌
守
、
古
川
辰
雄
、
郷
司
宏
昭

今
野
静
雄
、
吉
田
勇
‘
渡
辺
ト
キ
、
大

貫
道
夫
、
上
野
フ
ミ
ヱ
、
飯
沼
其
佐
去

笠
原
半
三
木
村
泰
夫
〔
八
幡
町
〕

O

河
端
由
、

O
藤
村
徳
三
、
松
橋
恭
子、

( 9 ) 
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i住民の動態1
前月に

比べて
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